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何度も

あなたは、配偶者や元配偶者からの暴力（ＤＶ）を
受けていませんか。家庭内のことだから…、個人的な
ことだし…と、誰にも相談できずに苦しんでいる方も
多いのではないでしょうか。
ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）は、夫婦や
元夫婦、恋人など親密な関係にある、またはあった者
同士の間で振るわれる暴力のことを言います。暴力を
受けているのは、多くの場合が女性です。
誰かに相談したり、助けを求めることをためらって
いるうちに事態はますます深刻になり、殺人事件にま
で発展するケースも出ています。

＊ＤＶは、介護とあわせた高齢者虐待の形で行われているものや、児童
の虐待などとあわせて起こっているケースもあります。
＊「児童虐待防止法」では、子どもの目の前で、配偶者に暴力を振るう
ことは「児童虐待」にあたるとされています。

１９

４６
１２
３
２３
―
―
６
４１
５
１２
９
２８
１８５

１８

６２
１１
１
１６
７
５
８
２８
１
１３
１１
２５
１８８

１７

５０
１０
１
１２
―
２
６
２９
１
１０
１
２５
１４７

１６

８４
１８
３
２
―
１
３
２８
６
４
１
２２
１７２

１５

６０
１５
５
７
２
１
９
２１
３
８
１
３０
１６２

１４

３６
１２
１
６
１
―
４
１６
２
４
３
８
９３

年度（平成）
相談内容（件）

夫婦関係
暴力
育児や教育
家庭不和
職場での人間関係
職場一般
地域等での人間関係
経済、生活
介護
生き方
健康
その他
合計

受 付

※先着順 予約不要
�０４８―４６３―２６９７（女性総合相談）
�０４８―４６３―１７３８（人権相談）

※予約制（１人３０分）
地域づくり支援課
�０４８―４６３―２６４８
※電話相談可 先着順 予約不要
�０４８―４８６―２４８５

�０４８―６００―６０６０
※面接相談のみ予約制

�０４８―６００―３８００
※面接相談、専門相談は予約制

�０４８―４６５―０１１０

�０１２０―３８１８５８

�０４８―８２２―９１１０または＃９１１０

�０５７０―０７０―８１０

場 所

市役所１階
市民相談室

市役所２階
相談室

溝沼老人福祉センター
１階相談室

婦人相談センター
DV相談室

With You さいたま
（男女共同参画推進
センター）

生活安全課

犯罪被害者相談
センター

けいさつ総合相談
センター

さいたま地方法務局

日 時

毎週木曜日
午前１０時～午後３時

毎月第１月曜日 午後１時～４時

毎週水・金曜日
午前１０時～正午
午後１時～３時

毎週金曜日
午後１時３０分～３時３０分

月～土曜日 午前１０時～午後８時３０分
日曜日、祝日 午前１０時～午後５時
第３木曜日を除く

月～土曜日 午前１０時～午後８時３０分
祝日、第３木曜日を除く

月～金曜日 午前８時３０分～午後５時１５分

月～金曜日 午前８時３０分～午後５時３０分
祝日を除く

月～金曜日 午前８時３０分～午後５時３０分
祝日を除く

月～金曜日 午前８時３０分～午後５時１５分
祝日を除く

名 称

女 性 総 合 相 談

人 権 相 談

法 律 相 談

心 配 ご と 相 談

婦人相談センター
Ｄ Ｖ 相 談
（※ＤＶ専門相談）

With You さいたま
相 談 事 業

朝 霞 警 察 署

犯 罪 被 害 者 相 談
センター相談事業

けいさつ総合相談
センター相談事業

女 性 の 人 権
ホ ッ ト ラ イ ン

朝霞市
＊面接

埼玉県

警察

法務局

■相談先 ※※１１人人でで悩悩ままずずにに、、迷迷わわずず身身近近なな相相談談機機関関ににごご相相談談くくだだささいい！！（ＤＶ以外の相談も受け付けています。）

女性総合相談の相談内容別件数の推移

◆◆◆ 暴力の種類 ◆◆◆
●身体的暴力
殴る、ける、たたく、髪を引っ張るなど体に直接加えられる
●精神的暴力
「お前はばかだ」などの暴言や監視など、
自尊心を傷つけ、精神的におとしめたり、不
安を感じさせたりする
●性的暴力
望まない性的な行為を強要したり、ポルノ
雑誌を無理やり見せるなどする
●経済的暴力
生活費を渡さない、お金を取り上げるなど、
経済的に身動きできない状況にする

※重複あり（１９年度は１２月末現在）
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１ 保護命令制度の拡充
①生命・身体に対する脅迫を受けた被害者も保護命令（※１）の申し立てができます。
配偶者から生命・身体に対する脅迫を受けた被害者が、将来、配偶者から受ける身体に対する暴力に

より、生命または身体に対する重大な危害を受けるおそれが大きいと認められるときにも、裁判所は保

護命令を発することができるようになります。

②被害者に対する電話・電子メール等が禁止されます。
被害者への接近禁止命令（※１）の実効性を確保するため、被害者の申し立てにより、被害者への接近

禁止命令とあわせて、裁判所は配偶者に対し、被害者に対する次のいずれの行為も禁止する保護命令を

発することができるようになります。

③被害者の親族等も接近禁止命令の対象となります。
配偶者が被害者の親族等の住居に押しかけて著しく粗野・乱暴な言動を行っていること等の事情があ

ることから、被害者が配偶者と面会せざるをえなくなることを防止するため必要があると認めるときは、

裁判所は、被害者の申し立てにより、被害者への接近禁止命令とあわせて、被害者の親族等への接近禁

止命令を発することができるようになります。

２ 市町村基本計画の策定
都道府県のみに義務付けられていた配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護のための施策の実施に

関する基本計画の策定が、市町村の努力義務となります。

３ 配偶者暴力相談支援センター（※２）に関する改正
①市町村の適切な施設において、配偶者暴力相談支援センターとしての機能を果たすようにすることが、

市町村の努力義務となります。

②被害者の緊急時における安全の確保が、配偶者暴力相談支援センターの業務として明記されました。

４ 裁判所から配偶者暴力相談支援センターへの保護命令の発令に関する通知
保護命令を発令した場合、裁判所は速やかに、保護命令を発したことおよびその内容を、被害者が相

談等をした配偶者暴力相談支援センターに通知することとなります。

⑥ 汚物・動物の死体等の著しく不快または嫌
悪の情をもよおさせる物の送付等
⑦ 名誉を害する事項を告げること等
⑧ 性的羞恥心を害する事項を告げること等ま
たは性的羞恥心を害する文書・図画の送付等

① 面会の要求
② 行動の監視に関する事項を告げること等
③ 著しく粗野・乱暴な言動
④ 無言電話、連続しての電話・ファクシミリ・
電子メール（緊急やむをえない場合を除く。）
⑤ 夜間（午後１０時～午前６時）の電話・ファ
クシミリ・電子メール（緊急やむをえない場
合を除く。）

配偶者暴力防止法が変わりました�

※１ 保護命令…DV被害者が配偶者等からのさらなる暴力により、その生命または身体に重大な危害が加えられるのを防止するた
め、裁判所が加害者（配偶者等）に対して出す命令。保護命令には次の２つがあります。

・接近禁止命令…加害者に対し、６か月間、被害者等へのつきまとい、住居など被害者等が通常いる場所近くのはいかいを禁止す
る命令。

・退去命令…加害者に対し、２か月間、被害者とともに生活する住居から退去し、なおかつ、その付近のはいかいを禁止する命令。

※２ 配偶者暴力相談支援センター…配偶者からの暴力の防止および被害者の保護を図るための業務を行う施設。

問い合わせ：人権庶務課 内線２２５５ �０４８―４６３―２６９７（直通）

保護命令制度の拡充、市町村に対する基本計画策定の努力義務等を定めた、「配偶者からの暴力の防

止及び被害者の保護に関する法律（配偶者暴力防止法）」の一部改正法が、１月１１日�に施行されました。

改正のポイント


